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最新の眼内レンズ選択法

略歴
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　近年の白内障手術は、小切開とフォールダブル眼内レ

ンズ（IOL）による超音波水晶体乳化吸引術がゴールデンス

タンダードであり、フォールダブル IOLの主流はアクリル

IOLである。現在臨床使用可能なアクリル IOLの種類は非

常に多いが、この中から IOLを選択する際には、操作上の

安全性、長期安定性、光学特性などが重要なポイントとなる。

　本セミナーでは、現状での眼内レンズ選択のポイントにつ

いて再考し、アバンシィの臨床的有用性について検討する。
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　フォールダブル眼内レンズの開発によって、小切開によ

る侵襲の少ない白内障手術が可能になり、さらに着色、非

球面、多焦点、乱視矯正など付加価値がついたことにより、

ＱＯＬ(quality of life) に応じた眼内レンズの選択ができる

ようになったが、難症例においては術後の眼内レンズの偏

位、眼内レンズによる緑内障などが生じ、治療に難渋する

ことがある。難症例に挿入する眼内レンズは簡便な操作性、

術後の安定性が求められ、術後の経過に大きく影響する。

眼内レンズに伴う術後合併症を防ぐには、合併症に応じた

眼内レンズの選択と挿入戦略が重要になる。

　本講演では難症例に対する眼内レンズの選択、挿入戦略、

術後経過について解説する。
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